
■
病
院
の
整
備
方
針

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
活
用

　

市
内
の
公
立
医
療
機
関
は
、
市
の
中
核

的
医
療
機
関
と
し
て
の
市
立
恵
那
病
院
と

国
保
上
矢
作
病
院
の
二
つ
の
病
院
が
あ
り

ま
す
。
地
域
を
支
え
る
医
療
機
関
と
し
て

は
、
国
保
三
郷
診
療
所
と
国
保
飯
地
診
療

所
、
国
保
岩
村
診
療
所
、
国
保
山
岡
診
療

所
、
国
保
串
原
診
療
所
、
上
矢
作
歯
科
診

療
所
の
六
つ
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
を
整
え
た
二
つ
の
市
立

病
院
が
軸
と
な
り
、
市
内
の
医
療
機
関
と

で
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
立
の

医
療
機
関
以
外
で
は
、
医
科
は
２２
、
歯
科

は
１９
の
民
間
医
療
機
関
が
開
業
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
医
療
体
制
は
、
日
常
的
な
疾
病

を
診
る
一
次
医
療
と
緊
急
的
な
救
急
体
制

（
二
次
救
急
医
療
）
を
課
題
と
し
て
、
市

内
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し

て
い
く
よ
う
に
、
公
立
医
療
機
関
と
開
業

医
が
連
携
し
、
役
割
分
担
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

市
立
恵
那
病
院

先
立
っ
て
再
整
備
が
必
要

　

市
立
恵
那
病
院
は
、
国
立
療
養
所
恵
那

病
院
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
１５
年
１２
月
に
市

立
恵
那
病
院
と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。

　

必
要
な
医
療
機
能
と
と
も
に
、
玄
関
や

明
る
い
待
合
ホ
ー
ル
、
喫
茶
室
を
備
え
、

病
室
も
ゆ
と
り
あ
る
部
屋
へ
と
変
わ
り
ま

し
た
が
、
病
棟
自
体
は
昭
和
４４
年
に
建
設

し
た
建
物
も
あ
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
耐
用
年
数
の
経
過
や
耐

震
性
の
問
題
、
ま
た
診
療
科
の
充
実
に
よ

り
、
市
の
中
核
病
院
と
し
て
先
立
っ
て
再

整
備
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。建
設
地
は
、

現
在
の
病
院
に
隣
接
す
る
市
有
地
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

再
整
備
を
行
う
場
所
は
、
今
後
の
高
齢

化
の
進
展
を
考
え
る
と
、
市
街
地
へ
の
移

転
が
最
も
良
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
病

院
が
建
設
で
き
る
広
大
な
土
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
も
現
状
で
す
。

　

現
在
の
病
院
が
建
っ
て
い
る
場
所
は
、

約
３１
㌶
の
広
大
な
敷
地
面
積
を
有
し
て
お

り
、
病
院
を
建
設
す
る
面
積
が
確
保
で
き

ま
す
。
ま
た
新
た
に
土
地
を
購
入
す
る
費

用
が
掛
か
ら
な
い
利
点
も
あ
り
、
建
設
費

に
関
係
す
る
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

国
保
上
矢
作
病
院

総
合
的
に
勘
案
し
て
再
整
備

　

国
保
上
矢
作
病
院
は
、
昭
和
５０
年
に
国

民
健
康
保
険
上
矢
作
診
療
所
と
し
て
創
設

さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
５２
年
４
月
に
国
保
上

矢
作
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
１６
年
度

に
耐
震
補
強
の
た
め
の
工
事
を
行
い
、
地

震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
る
も
の
の
、
病

院
の
建
物
自
体
の
老
朽
化
は
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
へ
き
地

医
療
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
再
整
備
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
現
在
の
病
院

の
敷
地
面
積
が
約
０
・
７
㌶
と
手
狭
な
こ

と
や
、
敷
地
が
借
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
移
転
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
ま
す
。

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

医療の連携と
役割分担が必要

するため、医療施設の再整備計画と、

地域に必要な医療を安定的かつ継続

的に提供していける経営の在り方を

市民レベルで検討する委員会が、昨

年９月に発足しました。これが市公

立病院等の在り方検討委員会です。

　委員には、学識経験者や医療関係

者、地域組織関係者、経済団体関係

者、公募した方など１８人。８回にわ

たり、さまざまな角度から検討しま

した。また本年６月には、市内１３

地域の地域協議会の代表者による

「市公立病院等の在り方フォーラム」

を開催して、意見の聴取も実施。意

見は報告書や付帯意見として反映さ

れています。

　地域医療サービスの在り方と医療機関の役割を検討してきた「公

立病院等の在り方検討委員会」が、７月２２日に行われ、市長へ報告

書を提出しました。これは、施設の老朽化が進んでいる市立恵那病

院と国保上矢作病院の二つの市立病院、地域医療を支えている六つ

の診療所の将来の在り方などを検討した結果をまとめた報告書です。

　市では、この報告を受けて、今後、市の医療体制の整備方針を具

体的に決めていきます。

　ここでは、提出された報告書の主な内容を紹介していきます。

□問い合わせ　病院管理課志４３-１２６５

      市総合計画後

期    計画では、病院施             

aaaa 設や設備を整備す

aaa る事業が盛り込まれ   

ています。これを実施す

医療機関（病院・診療所）

緊急医療体制（夜間・休日・救急）

ごみ収集と処理サービス

６６．８㌫

６４．５㌫

６０．７㌫

１

２

３

重要度の高い施策の上位３施策

   市総合計画後期 

計画では、病院施              

 設や設備を整備す

る事業が盛り込まれ   

ています。これを実施

市公立病院等

の在り方検討

委員会とは

市民意識調査の結果

最重要施策は医療機関
　市では、市民が市の現状に対してど
のように評価し、これからの市の発展
方向をどのように認識しているかを把
握するため、定期的に意識調査をして
います。
　平成22年度に、市全域の市民2,500
人を対象に行った調査では、重要度の
高い施策の第１番目が「医療機関（病
院・診療所）」でした。第2番目とし
ても「緊急医療体制（夜間・休日・救急）」
が挙げられています。結果、医療機関
のサービスの充実に対する期待が大き
いことが分かります。
　また個別施策として行った調査の一
つ「安心して子どもを産み育てるため
には何が必要だと思いますか。」では、
全体の６５．９㌫の方の回答が「産科と
小児科の充実」でした。

▼内視鏡を使った専門的な検査（市立恵那病院）
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▲国立療養所恵那病院から引き継がれた市立恵那病院▲昭和５２年に開院した国保上矢作病院
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の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
な
る
診
療
所
と

連
携
す
る
「
病
診
連
携
」
の
充
実
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査

の
結
果
で
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
た
め
、
産
科
と
小
児
科
医
療
を

充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
強
い
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
市
立
恵
那
病
院
を
再
整

備
す
る
場
合
の
診
療
科
は
、
現
在
市
内
に

は
無
い
産
婦
人
科
の
設
置
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
に
産
婦
人

科
の
医
師
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

出
産
年
齢
が
上
が
り
、
出
産
の
危
険
が
高

く
な
っ
て
い
る
中
、小
児
科
医
の
増
員
や
、

助
産
師
や
看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
し
て
、
出
産
チ
ー
ム
と
し
て
の
編
成
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科
の
設

置
は
、
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

よ
り
危
険
の
伴
う
出
産
を
担
う
地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
当
市
と
中
津
川
市
の
広
域
的
な
範

囲
で
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
現
実
的
で
、

中
津
川
市
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
は
、
透
析
医
療
の
導
入
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
内
科
の
設
置
と
入
院

機
能
に
関
し
て
は
、
国
保
岩
村
診
療
所
に

あ
る
市
透
析
セ
ン
タ
ー
の
維
持
透
析
機
能

の
在
り
方
と
併
せ
て
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
対
応
の
必
要
な
脳
外
科
や
循
環
系

疾
患
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
診
療
科
を
設

け
ず
、
近
隣
の
医
療
機
関
と
機
能
分
担
を

行
い
、
病
院
と
病
院
が
連
携
す
る
「
病
病

連
携
」
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

■
診
療
科
目

産
婦
人
科
の
設
置
を
目
指
す

　

現
在
、市
立
恵
那
病
院
は
１８
の
診
療
科
、

国
保
上
矢
作
病
院
は
１２
の
診
療
科
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
高
齢
化
の
進
展
で
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
近

隣
の
医
療
機
関
と
連
携
を
し
て
も
不
足
す

る
と
推
測
さ
れ
る
産
婦
人
科
な
ど
の
診
療

科
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

報
告
書
で
は
、
緊
急
体
制
が
整
っ
た
二

次
医
療
機
関
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
緊
急

患
者
の
受
け
入
れ
や
、
入
院
患
者
の
診
療

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
一
次
医
療
機
関

１３地域の意見を聴取

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

市
立
恵
那
病
院

・
救
急
車
で
も
３０
分
掛
か
る
が
、
一
番

近
い
病
院
。医
師
や
ス
タ
ッ
フ
も
併
せ
、

市
の
中
核
病
院
と
し
て
機
能
を
整
え
て

ほ
し
い
。

・
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
の
敷
地

内
で
再
整
備
を
す
る
の
が
良
い
。

・
整
備
は
市
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
に
と
ど
め
、
県
立
多
治
見
病
院
と
の

連
携
や
他
の
病
院
と
機
能
分
担
を
行
え

ば
、
総
合
病
院
ま
で
目
指
さ
な
く
て
も

よ
い
。

・
元
の
国
立
療
養
所
と
い
う
暗
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
い
わ
む
ら
カ
ン
ト

リ
ー
横
の
広
大
な
土
地
に
病
院
を
建
て

れ
ば
景
色
も
良
く
、
気
分
的
に
も
病
気

が
早
く
治
る
の
で
は
。

・
東
濃
厚
生
病
院
は
バ
ス
で
直
接
行
け

る
が
、
市
立
恵
那
病
院
は
、
明
知
鉄
道

と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
い
く
た
め
、
高

齢
者
に
は
大
変
だ
。

・ 

薬
局
が
病
院
と
離
れ
て
い
て
不
便
だ
。

国
保
上
矢
作
病
院

・
市
立
恵
那
病
院
と
統
合
し
、
分
院
と

し
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
地
域
包
括

ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
と
併
せ
、
上
矢

作
歯
科
診
療
所
も
統
合
す
る
。

・
南
に
国
保
上
矢
作
病
院
、
北
に
市
立

恵
那
病
院
、
間
に
い
く
つ
か
の
診
療
所

が
あ
る
今
の
形
は
、
市
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
大
切
。

・
国
保
岩
村
診
療
所
を
充
実
さ
せ
、
国

保
上
矢
作
病
院
は
、
規
模
を
大
き
く
し

た
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
合
併
協
議
会
の
中
で
、
恵
那
病
院
と

上
矢
作
病
院
と
各
診
療
所
は
、「
将
来

に
わ
た
り
現
行
の
業
務
体
制
と
運
営
形

態
を
引
き
継
ぎ
、
福
祉
充
実
の
た
め
地

域
医
療
の
基
本
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に

充
実
を
図
る
」
と
し
て
合
併
協
定
が
採

決
さ
れ
た
。
協
定
を
順
守
さ
れ
た
い
。

・
合
併
調
整
方
針
を
７
年
目
に
し
て
方

針
変
更
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
は
、
今

後
の
市
政
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
。

・
す
ぐ
に
は
無
く
さ
ず
、
診
療
所
と
し

て
拡
充
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

・
長
野
県
や
愛
知
県
に
ま
た
が
る
地
域

医
療
の
拠
点
と
し
て
、
夜
間
や
休
日
診

療
、
救
急
医
療
に
と
っ
て
も
重
要
な
役

割
を
担
い
、
予
防
医
療
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。
療
養
病
床
が
あ
る
こ
と
は
、

高
齢
社
会
に
と
っ
て
大
切
だ
。

・
医
療
機
関
が
無
く
な
っ
た
り
縮
小
し

た
り
す
る
と
大
変
。
国
保
上
矢
作
病
院

は
、
財
政
上
の
負
担
を
隣
県
に
も
求
め

て
は
ど
う
か
。

・
統
合
や
縮
小
と
な
れ
ば
、
恵
南
地
域

は
も
と
よ
り
、
近
隣
に
お
い
て
医
療
の

過
疎
化
が
一
気
に
進
む
だ
ろ
う
。

産
婦
人
科
の
設
置

・
市
に
は
産
科
が
無
い
た
め
、
安
心
し

て
子
ど
も
が
産
め
る
体
制
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
里
帰
り
出
産
も
で
き
る
体
制

も
希
望
す
る
。

・
産
婦
人
科
医
療
は
、
中
津
川
市
民
病

院
と
の
連
携
に
よ
り
、
市
立
恵
那
病
院

の
医
療
体
制
の
充
実
を
望
む
。

・
産
婦
人
科
は
充
実
し
な
い
と
、
人
口

減
少
に
拍
車
が
掛
か
る
。

・
若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
産

婦
人
科
と
小
児
科
の
充
実
が
必
要
だ
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
退
院
後
の
医
療
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
在
宅
医
療
と
の
連
携
を
充

実
し
て
ほ
し
い
。

診
療
科
の
拡
充

・
診
療
内
容
の
充
実
な
ど
、
今
必
要
な

こ
と
を
先
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

・
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

・
市
立
恵
那
病
院
が
整
備
さ
れ
て
も
、

遠
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
問
題
が

大
き
い
。高
齢
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

初
期
治
療

・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
市
民
病
院
に
設
置

し
、
医
師
が
速
や
か
に
駆
け
つ
け
、
初

期
治
療
を
し
て
、
そ
の
後
、
救
急
車
で

搬
送
す
る
体
制
を
と
れ
ば
、
介
護
要
因

の
減
少
に
も
つ
な
が
る
。

病
院
の
一
本
化

・
市
の
規
模
か
ら
考
え
、
事
業
費
が
限

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
病
院
を
一

本
化
し
た
ら
ど
う
か
。

広
域
的
な
医
療
体
制

・
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
の
患
者

は
、
東
濃
厚
生
病
院
へ
流
れ
て
い
る
。

明
智
町
か
ら
市
立
恵
那
病
院
に
通
う
よ

り
も
、
東
濃
厚
生
病
院
へ
通
っ
た
方
が

近
い
の
な
ら
ば
、
広
域
医
療
の
こ
と
も

考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

各
診
療
所

・
岩
村
診
療
所
に
、
入
院
施
設
な
ど
を

備
え
る
よ
う
に
充
実
し
て
ほ
し
い
。

・
今
後
も
診
療
所
を
堅
持
し
て
、
機
器

な
ど
の
交
換
や
充
実
を
図
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
串
原
診
療
所
は
、
他
の
診
療
所
と
同

様
に
医
師
の
常
駐
化
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。

・
診
療
所
と
市
立
恵
那
病
院
や
国
保
上

矢
作
病
院
、
東
濃
厚
生
病
院
と
の
連
携

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

経
営
状
況
の
公
開

・
公
立
病
院
を
残
し
て
い
っ
た
場
合
、

１０
年
後
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
赤
字
が
膨
ら

む
の
か
、
経
営
し
て
い
く
中
で
、
ど
の

ぐ
ら
い
の
数
字
が
出
て
く
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
べ
き
。

民
間
病
院
の
誘
致

・
民
間
病
院
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
市

と
し
て
の
優
遇
措
置
を
全
面
に
出
し

て
、
進
め
て
い
く
と
い
う
対
策
の
検
討

も
し
て
ほ
し
い
。

介
護
福
祉
施
設
の
充
実

・
必
要
な
と
き
に
、
介
護
福
祉
施
設
へ

入
所
で
き
る
よ
う
に
、
充
実
を
し
て
ほ

し
い
。

▲小児科医療の充実が望まれる

▲地域協議会の代表が意見を述べた

市公立病院等の在り方フォーラム

　市公立病院等の在り方検討委員会では、市内１３地域の地域自治

区地域協議会の意見を聞くため、６月１０日に市消防防災センター

で、市公立病院等の在り方フォーラムを開催しました。このフォー

ラムには、検討委員と地域協議会代表者、傍聴者の約８０人が参加し、

それぞれの立場からさまざまな提言や意見が語られました。

　主な意見は、次の通りでした。

□
現
在
の
診
療
科

市
立
恵
那
病
院

●
内
科
　
●
呼
吸
器
内
科
　
●
消
化
器
内
科

●
循
環
器
内
科
　
●
老
年
内
科
　
●
外
科
　

●
呼
吸
器
外
科
　
●
消
化
器
外
科
　
●
肛
門

外
科
　
●
乳
腺
外
科
　
●
整
形
外
科
　
●
小

児
科
　
●
婦
人
科
　
●
眼
科
　
●
耳
鼻
咽
喉

科
　
●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
●
放
射

線
科
　
●
救
急
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１８
診
療
科

国
保
上
矢
作
病
院

●
内
科
　
●
呼
吸
器
内
科
　
●
消
化
器
内
科

●
外
科
　
●
呼
吸
器
外
科
　
●
消
化
器
外
科

●
肛
門
外
科
　
●
整
形
外
科
　
●
小
児
科
　

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
●
放
射
線
科

●
麻
酔
科

　
１２
診
療
科
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■
病
床
規
模

現
在
の
病
床
数
を
基
本
に

　

市
立
恵
那
病
院
に
は
、
一
般
病
床
が

１
４
８
床
と
結
核
病
床
が
１０
床
、
療
養
病

床
が
４１
床
の
１
９
９
床
、
国
保
上
矢
作
病

院
に
は
、
一
般
病
床
が
３４
床
、
療
養
病
床

が
２２
床
の
５６
床
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

け
が
や
病
気
の
発
症
直
後
の
急
性
期
治
療

が
一
段
落
し
た
後
に
、
在
宅
復
帰
な
ど
に

向
け
て
治
療
を
受
け
る
病
床
の
「
亜
急
性

期
病
床
」
は
、両
病
院
で
３２
床
あ
り
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
病
床
規
模
は
急
性
期
病

床
を
中
心
に
、
亜
急
性
期
病
床
な
ど
地
域

の
医
療
の
要
望
が
高
い
病
床
の
設
置
も
含

め
て
想
定
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
現
況
の

病
床
数
を
基
本
病
床
と
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
立
恵
那
病
院
を
再
整
備
す
る
場
合
の

結
核
病
床
は
、
結
核
患
者
の
数
が
年
間
平

均
２
・
２
人
と
減
少
し
て
い
る
た
め
、
県

次
の
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

◇
救
急
医
療
機
能
の
整
備

　

対
応
可
能
な
二
次
救
急
医
療
機
関
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
必
要
な
医
療
機
器

を
購
入
し
、
救
急
医
療
機
能
を
整
備
。
現

在
実
施
し
て
い
る
病

※

院
群
輪
番
制
、
在
宅

当
番
医
制
度
の
充
実
強
化
を
行
う
。

◇
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

　

術
後
な
ど
の
早
期
の
社
会
復
帰
、
高
齢

者
の
寝
た
き
り
防
止
、
他
の
医
療
機
関
か

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
す

る
。

◇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

　

病
院
と
し
て
必
要
な
在
宅
支
援
事
業
と

し
て
は
、
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
住

み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
そ
の
人
ら
し

く
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
看
護
師
や
理
学
療
法
士
な
ど
が
生
活

の
場
へ
訪
問
し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
療

養
生
活
を
支
援
す
る
。

◇
健
診
の
充
実

　

市
民
の
生
活
習
慣
病
を
分
析
す
る
と
、

５
疾
病
と
言
わ
れ
る
、
が
ん
や
脳
卒
中
、

急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。そ
の
対
策
と
し
て
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
該
当
者
の
早
期
発
見

と
適
切
な
保
健
指
導
の
た
め
に
、
充
実
し

た
健
診
機
能
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
動
脈
硬
化
検
査
や
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
、
胃
が
ん
な
ど
の
検
査
を
含
め
た
人

間
ド
ッ
ク
機
能
の
充
実
を
図
る
。

◇
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

医
療
安
全
の
確
保
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
、
医
療
機
関
で
の
医
療
情
報
の

管
理
と
活
用
の
効
率
性
、
経
済
性
の
向
上

の
た
め
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

図
る
。

◇
人
に
優
し
い
病
院
建
設

　

施
設
を
利
用
す
る
全
て
の
人
に
対
し

て
、
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
。
ま
た
利

用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮
す

る
。

◇
環
境
に
配
慮
し
た
病
院
整
備

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
と
環
境

保
全
を
考
慮
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
で
き
る
病
院
を
整
備
。

◇
災
害
に
強
い
病
院

　

災
害
時
に
は
、
多
く
の
被
害
者
へ
の
対

応
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
災
害
に
よ
っ
て

病
院
機
能
そ
の
も
の
が
停
止
を
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
災
害
に
強
い
病
院
と
す

る
。

■
運
営
の
形
態

引
き
続
き
同
様
の
運
営
を

　

市
立
恵
那
病
院
は
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
と
し
、
国
保
上
矢

作
病
院
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
国
民
健
康

保
険
の
直
営
施
設
と
し
、
地
方
公
営
企
業

法
の
一
部
適
用
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
い
て
経
営
す

る
病
院
は
、
基
本
的
に
は
診
察
料
な
ど
だ

け
で
運
営
で
き
る
独
立
採
算
が
理
想
と
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
公
立
病
院
の
役
割
と

し
て
、
不
採
算
部
門
や
高
度
医
療
な
ど
地

域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
採
算
性
の

み
を
追
求
で
き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
は
、
地
方
公
営
企
業
の
繰
り
出
し

基
準
な
ど
に
よ
る
も
の
と
し
、
効
率
的
で

効
果
的
な
病
院
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
■
建
設
地

利
用
し
や
す
い
場
所
に
建
設

　

建
設
地
の
一
般
論
と
し
て
は
、
患
者
や

家
族
が
利
用
し
や
す
い
場
所
、
公
共
交
通

網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
整
備
可
能
な
場

所
、
防
災
や
災
害
対
策
の
観
点
か
ら
病
院

そ
の
も
の
が
災
害
に
よ
り
機
能
を
停
止
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
場
所
、
用
地
取
得

費
や
造
成
費
な
ど
の
費
用
が
高
額
に
な
ら

な
い
場
所
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

両
病
院
を
再
整
備
す
る
場
合
の
建
設
地

は
、
３
㌻
に
記
載
の
通
り
で
す
。

■
診
療
所

身
近
で
よ
り
適
切
な
治
療

　

地
域
住
民
の
健
康
保
持
や
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
の
医
療
機
関
で
も
あ
る
診
療

所
。
引
き
続
い
て
、
市
立
病
院
と
の
病
診

連
携
を
進
め
、
利
用
者
が
身
近
で
よ
り
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

機
関
と
し
て
運
営
を
望
む
と
し
て
い
ま

す
。

西
にし

村
むら

　貢
みつぐ

  委員長

（　）の数値は、うち亜急性期病床数

市公立病院等の在り方検討委員会

▲現在の市立恵那病院の病床数は１９９床

　医療制度の改革や人口が減少へと変動している中、公

立病院や診療所、開業医の連携や役割分担など、市の病

院等の在り方については、大変難しい課題である。在り

方検討委員会が市長に報告した内容は、それぞれの分野

から参加した委員の意見や、市内１３地域にある地域協議

会の代表者からの意見など、市民レベルの意見が集約さ

れたものだと思っている。特に、地域協議会が参加した

公立病院等の在り方フォーラムの取り組みは、評価され

ていいものだ。

　市民の健康を守る中心的な位置にある医療は、市民生

活にとっても重要なもの。しかし、市内にある二つの病

院が、老朽化していく。再整備をするにも多くの資金が

必要となる。財政的にはどうか、病院経営としてはどうか、

というのが大きなテーマでもあったと思う。報告は、市

立恵那病院を先立って再整備、国保上矢作病院を総合的

に勘案して再整備となった。

　市内に無い産科をどうするのか、という課題もあった。

この産科についても、お金の負担が生じる。全国的に医

療スタッフが不足している中、少子化対策や若者の定住

対策としても重要で、まず地元の方が出産できる産科の

設置を目指すとした。医療は市民や地域を守るもので、

産科については市としても重要。報告通り実現できれば

素晴らしいと感じた。

　また在り方検討委員会の守備範囲を若干超えていると

いうことで、付帯意見として提案した２点。医療機関へ

の交通アクセスの向上や医療と介護の連携や役割分担に

ついては、委員や地域から出されたもので課題である。

　今後も、医療に関する議論が活発に交わされることを、

望んでやまない。

市民レベルの
意見を集約できた

※病院群輪番制＝地域内の病院群が輪番制方式で休日や夜間などに重
　　　　　　　　症救急患者の診療を受け入れる体制のこと

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

▼二次救急医療機関の役割は重要

（岐阜大学地域科学部教授）

病
院
の
再
整
備
の
方
針
を

具
体
化
へ

　

市
で
は
、
市
公
立
病
院
等
の
在
り

方
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、

合
併
協
議
会
で
の
調
整
方
針
や
平
成

１９
年
の
市
議
会
・
病
院
対
策
特
別
委

員
会
の
報
告
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
病
院
の
再
整
備
な
ど
の
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

１０
月
末
を
目
標
に
、
市
立
恵
那
病

院
を
先
立
っ
て
再
整
備
す
る
た
め
の

病
院
規
模
や
診
療
科
、
建
設
場
所
、

建
設
年
次
、
既
存
施
設
の
利
用
な
ど

の
方
向
を
決
め
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
を
市
議
会
・
病
院
医
療
対
策

特
別
委
員
会
に
諮
り
ま
す
。

▲委員長から市長に調査報告書を手渡す

□
現
在
の
病
床
数

市
立
恵

那
病
院

国
保
上
矢

作
病
院

合　

計

一 

般
結 

核
療 

養
合 

計

病
院
へ
の
医
療
機
能
の
移
行
を
目
指
し
ま

す
。
療
養
病
床
は
、
国
や
県
の
施
策
や
方

向
性
を
み
る
と
、
介
護
保
険
施
設
へ
の
機

能
分
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
医

療
と
介
護
の
連
携
の
中
で
の
検
討
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
ベ
ッ
ド
の
一
部
を
か
か
り
つ
け

医
に
開
放
し
た
病
床
の
開
放
型
病
床
は
、

診
療
所
な
ど
の
一
次
医
療
機
関
と
の
間
で

一
貫
性
の
あ
る
医
療
を
継
続
で
き
る
利
点

が
あ
る
た
め
、
一
般
病
床
の
中
に
設
置
し

ま
す
。
ま
た
産
婦
人
科
病
床
の
設
置
や
そ

れ
に
伴
う
小
児
科
病
床
の
増
設
、
そ
の
他

の
診
療
科
の
充
実
に
よ
る
病
床
の
増
の
場

合
で
も
、
現
況
の
病
床
数
を
勘
案
し
て
決

定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
整
備
の
方
針

充
実
し
た
健
診
機
能
が
必
要

　

市
民
に
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
施
設
を
整
備
す
る
場
合
は
、
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